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要         旨 

 この論文は、20 世紀を通じて、タイの音楽家として活動した、プラシッ

ド・シラパバンレンについて、これまで、ほとんど語られることのなかっ

た、伝統的なタイ音楽の実践者としての側面を、明らかにしている。 
 音楽学研究におけるプラシッドへの言及は、基本的に西洋音楽の作曲家

として先駆的であり、西洋音楽を学ぶために日本に留学した人物として語

られてきている。その一方で、タイを訪れた民族音楽学者のインフォーマ

ントとなり、タイの伝統音楽についての情報源ともなっていた。また、基

本的に西洋音楽の作曲家であるため、研究方法も楽曲分析が主となりがち

であった。日本での滞在も東京芸大の作曲家、プリングスハイムへの師事

が目的であったように記されてきた。 
 こうしたプラシッドのいわば「語られ方」に対して、申請者はタイでの

現地調査の結果、大きな偏りがあることを見出し、欠落している部分を埋

めるための一次資料を調査した。一つは、プラシッドの子息であるクルト

ーン氏からの情報収集、もう一つは、クルトーン氏の自宅に残るプラシッ

ド関係の資料調査である。その結果、大きく二つの事実が浮かび上がって

きた。第一に、プラシッドの来日は留学のためではなく、シャム国立舞踊

音楽学校舞踊団の引率者としてであり、これが国家レベルでの大きな行事

であったことである。第二に、パカワリー舞踊音楽学校（PIDM）の創設

とその海外公演によって、タイの伝統的な舞踊と音楽を実践していたこと

が、明らかとなった。 
 この論文はプラシッドというタイを代表する音楽家がどのように語られ

るかを、事実に基づいて検証し、近代の音楽学がもつ西洋音楽への偏向

と、タイ人自らも語らず、また外部の研究者も語らない伝統音楽の特性と

を明らかにし、タイ音楽を考える一つのモデルを提起した。 
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